議　事　録
	会議名
	平成２６年度 第２回 福岡市地域公共交通会議

	日時
	平成２７年　２月４日（水）１５時００分～１６時１５分

	会場
	福岡市役所本庁舎１５階　１５０３会議室
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	●平成２６年度第２回福岡市地域公共交通会議を開会する。
＜会長挨拶＞
＜委員紹介＞
●福岡市情報公開条例に基づき、会議は原則公開としており、傍聴を受け付けている。
●議事録は、後日、福岡市のホームページに掲載する。

●委員８名にご出席いただいており，福岡市地域公共交通会議規則第６条第３項に基づき，本会議は成立した。
●議事の進行については、福岡市地域公共交通会議規則第６条第２項に基づき、会長にお願いする。
議題１　板屋脇山線における運行内容の変更について
＜説明＞　議題１　
○運行曜日を拡大するとのことだが，コストの見込みはどの程度か。
●この路線はデマンド方式による運行を実施しており，事前予約があった場合にのみ運行している。あくまでも試算ではあるが，市の年間補助金額は最大でも２５万円程度と見込んでいる。
○通勤，通学の利用はあるのか。
●通勤，通学についてはほとんどなく，主に通院等による利用と聞いている。
○人口減少が進む中，今後の運行についてどのように考えているのか。
●生活交通条例に基づき，公共交通空白地に対する生活交通の確保に努めなければならないと考えており，地域からの要望がある場合は，経費と収入のバランスも考慮しながら運行したいと考えている。
○平成２４年度から平成２５年度にかけて利用者数が大幅に減少しているが，何が原因か。
●社会福祉協議会に伺ったところ，固定の利用者が利用しなくなったとのこと。
○今後，少子高齢化が進むと，どのような状況になるかわからない。このような限界集落に対し，例えば駅前に居住地を変更してもらうなど抜本的な対策が必要である。
●このような限界集落の課題は，他都市と比べてまだ福岡市では顕在化していないものの，全国的な課題となっており，コンパクトシティの実現に向けて駅の周辺に病院や役所を設置する等の検討がなされているところである。しかし移転を促すことは可能でも，強制することは難しい。今後は交通の問題としてだけではなく，まちづくりの観点からも考えていきたい。
○昨年，コンパクトシティの実現の為，まちづくりと一体となって地域公共交通の計画に努めるよう法律が変更されているため，参考にしながら市の施策を検討していただきたい。
○高齢者の中には，毎日病院に行きたいと思っている方もいる。また保健福祉の観点からも，高齢者を地域，家庭で見守る仕組みができるまでは，公共交通で高齢者の移動を支える必要があるのではないかと思う。
●地域の声を踏まえ，継続的に生活交通の確保に努めていく。
（その他意見なし）

●それでは福岡市地域公共交通会議として議題１について了承してよろしいか。
○了承した。

報告１　公共交通不便地対策の経過報告について
＜説明＞　報告１
○公共交通空白地について，実感としては福岡市も顕在化していると感じている。郊外から都心部に移転する人も多く，郊外路線はさらに路線の維持が厳しくなっている。しかし，利用者がいないわけではないため対応に苦慮する。
検討経費，試行期間の補助はあるが，その後の本格運行した場合の補助がないため，市にはぜひ検討していただきたい。

●事業の成果と課題を踏まえ，今後支援のあり方について検討していく。
○外環バスについては，校区，地域が利用促進の活動を行っている。
●地域の方にはご協力いただき感謝している。今後も地域と，沿線の施設等と協力して利用促進に取り組みたいと考えているため，引き続きご協力いただきたい。
○今後少子高齢化が進み，小学校の統廃合が出てくると思うが，通学のための交通手段についてはどのように考えているか。
●志賀島，曲淵において，「海っ子」「山っ子」という校区外の生徒を受け入れる制度があり，通学に利用されている例もある。バス路線休廃止対策としては今後も引き続き支援をしながら通学のための交通手段も確保していく。
報告２　西区橋本地区における地域循環バス試行運行の結果について
＜説明＞　報告２　参考資料２
報告３　志賀島島内線における利用者利便性の改善事例
＜説明＞　報告３

○志賀島島内線バス路線図にある丸印は何を意味しているのか。
●青の丸印は都心部から来る路線のバス停，赤の丸印は志賀島島内線における終点，折り返し場等を有するバス停，ピンクの丸印は志賀島島内線のみ停車するバス停である。
○報告１について，道路幅が狭く，路線バスが入れない場所もあるため，路線だけでなく，走行環境の整備も必要である。
●道路管理者，交通管理者と共に協力して進めていく。
○公共交通だけの問題ではない。公共交通を維持する支援だけではなく，地域のコミュニティを維持するための支援という認識を持っていただきたい。
○今後，自家用車から公共交通機関への転換を促す取り組みが必要である。
○福岡市は全国でも特異な人口が横ばいか増加している都市だが，生産年齢人口は減るため，公共交通は欠かすことはできない。今後の少子高齢化を見据え，マイカーが無くても移動ができるような公共交通体系を有する良い事例となっていただきたい。

●以上で報告については終了し，進行を事務局にお返しする。

●次回の開催時期は現時点で未定であり，決まり次第ご案内する。

●今回の会議は以上で閉会する。
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